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1.課題の紹介
農業の機械化ならびに施設化は， 日本の経済発展に大きく寄与して来た。












































「芝地管理の機械化に関する研究」吋泣共乾施設等の集塵装置の開発iJf究J r土壌の線切 ì~íI J
に関する研究」等は今後の研究課題として取り上げられており，その成果はiヨ本のみなら
ず広く庖際的な評1[1日をうると期日寺されている O
なお「乾燥装霊の開発ならびに農産物の乾燥特性に関する研究」ならびに「穀類収穫機，
特に日本型コンパイン(自脱コンパイン)の開発に関する基礎研究J については，多くの
成果を上げ本年度をもって研究が終了した。
